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健診受診率向上事業（医科・歯科）

健康状態不明者の状態把握

健診異常値放置者受診勧奨事業
※前年度の健診異常値者

生活習慣病治療中断者受診勧奨事業

糖尿病性腎症重症化予防事業

フレイル予防事業
〈低栄養・口腔・身体的フレイル〉

多剤等服薬改善事業

ジェネリック医薬品差額通知事業

ハイリスクアプローチ

・低栄養防止・重症化予防
・適正な受診、服薬
・健康状態不明者の状態把握 等

高齢者の通いの場
(サロン、商店街等高齢者の生活拠点)
・健康教育、相談
・高齢者の状態に応じた保健指導
・相談しやすい環境づくり 等

ポピュレーションアプローチ

補助金事業

訪問歯科健診

受診勧奨
(医科健診受診率向上)

高齢者の保健事業と介護予防の
一体的な実施事業
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（事業支援）

健康診査事業（医科・歯科） ※歯科対象年齢・・・７５～８０歳の全年齢（７８．７９歳を追加）

【独自】事業推進交付金

【独自】アドバイザー事業

（市町への委託・補助）

【１】令和７年度の保健事業
《第3期データヘルス計画》（Ｒ6年度～R11年度）



・令和７年度の保健事業は、第3期データヘルス計画の個別の保健事業に基づき実施。

令和７年度対象者：７５～８０歳

【変更点】 「歯科健康診査」の対象年齢に７８.７９歳を追加。

（追加の目的） 対象年齢を拡大することにより、継続的に歯科健診を受診し、健診及び
歯科医院を受診する習慣をつけることで、口腔機能低下・肺炎等の疾病
予防に繋げる。また、口腔に対する健康意識の向上を図り、後期高齢者
の健康水準の向上を目指す。

受診者数経年比較
対象年齢 対象者数 受診者数

令和５年度 ７５、７７、８０歳（３学年） ６２，９４４人 ９，８０９人
令和６年度 ７５、７６、７７、８０歳（４学年） ９８，３０１人 １４，３０６人
令和７年度 ７５～８０歳（６学年） 約１４０，０００人（予想）
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【２】第３期データヘルス計画の全体像
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【３】令和６年度高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の取組実績

ʬ実施市町村数の経年変化ʭ

①ハイリスクアプローチ

課題

・訪問保健指導の拒否がある。
・ハイリスクアプローチ事業の希望者以外の状況の把握と介入が必要と思われる。
・健診受診者が少ないため、事業対象者の抽出数が少ない。

市町



・フレイル予防を知らない人が多数おり、知識の普及が必要である。
・介護予防に無関心な人や、通いの場への参加に消極的な人も含めて、より多くの人
に介護予防の普及啓発を行いたいが、効果的な方法が見出せない。

②ポピュレーションアプローチ

課題
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市町
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【 4 】令和6年度高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業
の評価

・ポピュレーションアプローチにおいて、人材不足の為に支援できず未実施となった圏域が
あった。

・計画時に糖尿病性腎症重症化予防の対象者であったが、実施時に入院等により既に受診中
であり、対象者でなくなった方がいた。

事業計画

実績報告

カバー率
（分母：
137）

83.2%

取り組み
実施率
(分母::29)

100.0
% 55.2% 41.4% 13.8% 31.0% 55.2% 20.7% 72.4% 100.0% 79.3% 72.4%

100.0
% 37.9% 6.9% 6.9% 62.1% 34.5%



【５】令和７年度高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の状況
市町毎取組内容 R7.6.17時点
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